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□
九
州
支
部 

藤
巻
局
長
「
事
務

所
・
出
張
所
は
大

切
な
組
織
！
」 

   

九
州
支
部
は
、
９
月
１
０
日(

金)

九
州
地
方
整
備
局
と
新
役
員
で
会

見
を
行
い
ま
し
た
。 

支
部
か
ら
は
、
定
年
延
長
法
案
制
定

等
の
処
遇
の
問
題
や
、
健
康
問
題
で

は
、
メ
ン
タ
ル
疾
患
者
が
多
い
職
場

の
実
態
を
指
摘
し
、
そ
の
要
因
で
あ

る
上
司
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

許
さ
な
い
組
織
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま

す
。
災
害
対
応
で
は
、
梅
雨
の
時
期

設
定
、
台
風
に
対
す
る
備
え
、
降
雪

の
対
応
、
津
波
や
地
震
、
さ
ら
に
大

規
模
火
災
な
ど
世
界
的
に
記
録
を

塗
り
替
え
る
大
災
害
に
見
舞
わ
れ

て
お
り
、
我
々
の
災
害
対
応
も
従
来

の
延
長
的
な
発
想
を
一
掃
し
、
見
直

し
を
図
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
必
要

な
定
員
の
考
え
方
、
特
に
防
災
対
応

で
は
、
他
の
防
災
機
関
と
同
様
に
八

時
間
ご
と
に
職
員
が
交
代
で
き
る

定
員
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
行

政
組
織
の
あ
り
方
、
予
算
要
求
の
方

向
性
、
特
に
維
持
管
理
費
に
対
す
る

姿
勢
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

藤
巻
局
長
か
ら
は
「
近
年
大
規
模
な

災
害
が
多
発
。
国
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
私
も
奮
闘
し
た
い
。」

「
整
備
局
の
組
織
、
特
に
事
務
所
や

出
張
所
は
大
事
な
組
織
で
あ
り
、
九

州
で
は
全
国
で
最
も
出
張
所
を
大

切
に
し
て
き
た
。」「
現
実
的
に
八
時

間
ご
と
に
職
員
が
交
代
で
き
る
定

員
が
確
保
の
指
摘
は
理
解
で
き
る
。

私
な
り
に
関
係
部
局
と
相
談
し
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。 

        

□
近
畿
支
部 

東
川
局
長
「
明
る
く

楽
し
く
風
通
し
良
い

職
場
を
目
指
し
た

い
！
」 

 

近
畿
支
部
は
、
９
月
６
日
（
月
）

新
体
制
に
な
っ
て
東
川
局
長
と
の

四
役
会
見
を
行
い
、
終
了
後
引
き
続

き
、
甲
川
副
局
長
（
総
務
部
長
兼
任
）

と
の
副
局
長
会
見
を
行
い
ま
し
た
。 

深
澤
委
員
長
よ
り
、
結
成
２
３
年
と

な
る
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
運
動
と

そ
の
到
達
点
に
つ
い
て
紹
介
し
、
支

部
大
会
で
出
さ
れ
た
職
場
状
況
に

つ
い
て
紹
介
し
、
局
長
の
見
解
を
求

め
ま
し
た
。 

局
長
か
ら
は
、
「
日
常
か
ら
上
司
と

部
下
の
円
滑
な
意
思
疎
通
や
良
好

な
関
係
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
明
る
く

楽
し
く
風
通
し
の
よ
い
、
お
互
い
に

困
っ
た
と
き
は
支
え
合
え
る
職
場

環
境
に
す
る
と
と
も
に
、
正
常
な
労

使
関
係
、
処
遇
改
善
、
要
員
の
確
保

に
つ
い
て
私
と
し
て
も
精
一
杯
努

め
て
い
き
た
い
。
」
と
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
各
支
部
で
大
会
を
実
施
し
、
各
地
整
局
長
と
会
見
し
職
場

の
実
態
を
訴
え
、
具
体
的
な
改
善
案
を
提
案
し
つ
つ
、
管
理
職
の
処
遇
改
善
や
「
国

民
の
安
全
・
安
心
」
を
確
保
す
る
」
災
害
体
制
の
充
実
を
追
求
し
て
い
ま
す
。 

←九州支部 

九州地整 
局長他→ 
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□
中
部
支
部 

 

中
部
支
部
は
８
月
２
７
日
（
金
）
に
局
長

会
見
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

局
長
会
見
で
は
冒
頭
上
野
委
員
長
よ
り
、

①
２
年
連
続
で
増
員
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
実
感
は
職
場
で
は
無
い
な
ど
要
員
の
課

題
、
②
一
時
金
カ
ッ

ト
な
ど
マ
イ
ナ
ス
勧

告
の
人
事
院
勧
告
の

課
題
、
③
６
級
昇
格

の
時
期
な
ど
の
管
理

職
員
の
処
遇
改
善
の

課
題
、
④
再
任
用
の

処
遇
改
善
の
課
題
、

⑤
管
理
職
員
に
更
な

る
負
担
と
な
る
テ
レ

ワ
ー
ク
、
働
き
方
改

革
の
課
題
な
ど
を
訴

え
ま
し
た
。 

中
部
支
部
か
ら
は

「
管
理
職
職
員
は
皆

悩
ん
で
い
る
。
」
「
平

成
三
〇
年
に
発
生
し

た
悲
し
い
事
件
（
管

理
職
職
員
２
名
の
自

殺
）
は
二
度
と
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
。
」「
ダ
ム
職
員
の
ゲ
ー
ト

操
作
は
心
身
と
も
に
本
当
に
大
変
」
等
の
職

場
の
実
態
を
訴
え
、
堀
田
中
部
局
長
は
「
お

話
し
を
し
っ
か
り
と
伺
っ
た
。
単
独
の
事
務

所
で
起
こ
っ
て
い
る
課
題
と
し
て
と
ら
え

ず
地
整
全
体
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

           

「
定
年
退
職
予
定
者 

集
会
」
の
開
催 

  

８
月
２
７
日
（
金
）、
国
交
労
組
近
畿
建
設

支
部
と
国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
近
畿
支
部
と
の

共
催
で
、
「
定
年
退
職
予
定
者
集
会
」
を
対

面
・
リ
モ
ー
ト
の
両
方
で
開
催
し
、
２
０
２

１
年
度
及
び
２
０
２
２
年
度
の
「
定
年
退
職

予
定
者
」
な
ど
一
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
、
ユ
ニ
オ
ン
近
畿
支
部
よ
り
定

年
退
職
を
め
ぐ
る
情
勢
と
し
て
「
定
年
延
長

制
度
」
導
入
の
現
状
と
課
題
、「
再
任
用
の
処

遇
改
善
」、「
令
和
４
年
度
の
再
任
用
の
流
れ
」

な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
「
再
任
用
の
希
望
面
談

の
状
況
」、「
年
金
支
給
に
有
利
な
タ
イ
ミ
ン

グ
」
な
ど
、
定
年
退
職
予
定
者
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

集
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
含
め
、
定
年
延

長
、
再
任
用
制
度
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
力
を
合
わ
せ
、

運
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

「お話しをしっかりと伺った。 

単独の事務所で起こっている課題としてとらえず 

地整全体の課題としてとらえ取り組んでいく」   

  

□関東支部 

 関東支部定期大会書面開催                                        

関東支部は、「新型コロナウイルス」の感染が首都圏で拡大し

ていることから、昨年と同様に書面で大会を開催しました。 

【西澤委員長あいさつ】 

管理職の職場環境は、コロナ禍のもとで導入されたワークライ

フバランスのため、多くの管理職が、職員管理や業務管理のあ

り方が今までと大きく変わらざるを得ないと実感しているので

はないでしょうか。 

管理職ユニオンは、「今、何をすべきなのか？」職場の皆さん

と、模索したいと考えています。また、近年勝ち取った増員の

成果を３年連続の増員へ発展させ、処遇や勤務条件等が少しで

も改善され、空きポストを一つでも減らせるよう努力します。 

これら要求を少しでも実現するため、執行部・組合員を始め、

関東地整に働く管理職の皆さんのご協力も得て頑張りたいと考

えておりますので、よろしくお願いします。 


